




















Ⅰ序論 

 神奈川県立こども医療センターには「研究普及室」という名称の,極めてユニークな組織

がある。室長以下僅か 8人の人員構成ではあるが,病歴室,医学図書室,フォトセンターなど

を管理し,指導相談(ケースワーク)業務を行い,コンピューター委員会を統括し,異常児発

生要因調査(昭和 56年終了)や先天異常モニター・神奈川班の事業を推進するという,病院

情報や疫学調査の中心であるという 1つの機能の柱を持つ。もう 1つの柱が保健所を通じ

ての地域医療との連携機能で継続看護や保健所からの紹介患者の受診指導などにあたる。

後者のいわば公衆衛生活動の一翼を担うものとして「乳幼児ケア事業」が生れ,また昭和

57 年より開始の「神経芽細胞腫早期発見事業(VMAスクリーニング)」のセンター内事務局

も司っている。 

 このように多彩な業務の中で,本研究班の主題である「乳児健診事後措置システム」に関

連するものは地域乳幼児ケア事業があり,これは昭和 54 年に調査事業として発足した。本

事業誕生の経緯は前稿に譲るが,乳児定期健診後,異常と正常とのボーダーラインと考えら

れ,処理が未解決に終っている一群の乳幼児を何とかしてやりたいという保健所(保健婦)

側の要望と,センター医師の協力の申出が一致した所がそもそもの発端といえる。実施機関

は神奈川県衛生部において母子保健を所轄する「健康普及課」と,こども医療センター研究

普及室である。 


